
日日本本のの持持続続的的なな成成長長とと活活性性化化をを目目指指すす

一般財団法人 アーネスト育成財団 活動報告

技術経営人財の育成と活用
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先
日
７
年
後
に
開
催
さ
れ
る
五
輪
招

致
が
東
京
に
決
ま
り
ま
し
た
。
東
京
都

の
試
算
に
よ
れ
ば
７
年
間
で
約
３
兆
円
、

年
平
均
で
約
４
千
億
円
と
、
か
な
り
の

額
の
経
済
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
失
わ
れ
た
20
年
長
間
、
デ
フ
レ

経
済
や
東
日
本
大
震
災
な
ど
に
よ
り
閉

塞
感
が
漂
っ
て
い
る
日
本
に
、
相
当
な
活
力
を

与
え
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

過
去
を
思
い
出
す
と
、
90
年
代
に
入
り
バ
ブ

ル
経
済
が
崩
壊
し
て
か
ら
、
日
本
経
済
は
デ
フ

レ
、
低
成
長
と
い
っ
た
低
迷
期
か
ら
脱
出
で
き

ず
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

日
本
企
業
の
多
く
が
守
り
の
経
営
に
入
り
、

そ
の
間
殆
ど
の
経
営
者
達
は
、
選
択
と
集
中
と

言
わ
れ
る
リ
ス
ト
ラ
戦
略
に
取
り
組
み
、
研
究

開
発
体
制
の
縮
小
、
設
備
投
資
の
抑
制
、
事
業

の
統
廃
合
を
行
い
ま
し
た
。
将
来
に
対
す
る
ビ

ジ
ョ
ン
が
描
け
ず
に
経
営
者
に
と
っ
て
は
、
と

て
も
辛
い
時
期
で
あ
り
ま
し
た
。

研
究
開
発
投
資
を
抑
制
し
た
結
果
、
革
新
的

な
技
術
を
生
み
出
す
よ
う
な
人
財
が
育
た
ず
、

更
に
有
能
な
技
術
を
有
し
た
人
材
が
海
外
へ
流

出
す
る
等
、
企
業
を
支
え
た
大
切
な
技
術
者
が

減
少
し
生
産
工
場
の
海
外
移
転
も
進
行
。
産
業

の
空
洞
化
と
い
う
現
象
が
起
こ
り
ま
し
た
。
物

造
り
大
国
日
本
の
危
機
的
状
況
で
す
。

し
か
し
今
、
時
代
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
今
こ
そ
経
営
ト
ッ
プ
と
し
て
総
意

を
リ
ー
ド
す
る
革
新
的
な
方
針
を
提
言
す
る
事

が
大
切
で
す
。
総
意
に
よ
っ
て
決
め
よ
う
と
す

る
と
何
事
も
常
識
的
に
な
り
な
か
な
か
前
に
進

め
ま
せ
ん
。
時
代
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
企
業
は

斬
新
的
な
ア
イ
デ
ア
に
よ
り
、
不
可
能
を
可
能

と
し
て
幾
多
の
新
製
品
を
開
発
し
、
日
本
の
経

済
を
牽
引
し
て
き
ま
し
た
。
今
こ
そ
守
り
か
ら

攻
め
に
転
ず
る
好
機
で
す
。

競
争
を
生
き
抜
く
た
め
に
経
営
者
は
、
組
織

に
革
新
的
な
目
標
を
与
え
、
た
ゆ
ま
な
い
変
化

が
起
き
る
よ
う
に
組
織
を
誘
導
す
る
こ
と
だ
と

私
は
考
え
て
い
ま
す
。

(

西
河
洋
一)

ＯＯＰＰＩＩＮＮＩＩＯＯＮＮＳＳ

経経営営人人財財のの育育成成ににはは
「「座座学学＋＋実実践践」」がが必必要要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４４頁頁
技術経営人財育成と活用に関する研究委員会（坂巻資敏委員長）

変変革革のの時時代代
第第２２創創業業 ししなないいとと生生きき残残れれなないい ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６６頁頁
ビジネス経営の浅い中小企業の若手経営者向けに

[西河技術経営塾]

開開発発投投資資をを止止めめたたらら

会会社社のの発発展展ははなないい ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２頁頁
技術経営戦略の可視化の試み 児玉文雄氏講演

[技術経営人財育成と活用に関する研究委員会(第６回～第８回）]

[技術経営人財育成セミナー(第５回）]

西河技術経営塾の５つの特長

１．日本型技術経営研究の成果を学ぶ

２．実践的思考、変革的思考を塾生参加型で育成する

３．働きながら学び、学んだことをすぐビジネスに生かす

５．定員10名程度の少数精鋭教育

４．誠実な若手の技術経営人財を育成する

西河技術経営塾
人財を育成し日本を豊かな社会に



2 Earnest Vol.01 No.3 September 15.2013

潮潮
目目
がが
変変
わわ
りり
、、
日日
本本
のの
復復
活活
がが
ああ
るる

今
、
潮
目
が
変
わ
り
、
日
本
の
復
活

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
円
安
に
な
り
、

そ
う
い
う
兆
候
が
出
て
き
た
。

今
日
は
、
日
立
の
復
活
と
か
シ
ャ
ー

プ
の
現
状
の
経
営
戦
略
の
分
析
に
つ
い

て
話
を
す
る
。

経経
営営
戦戦
略略
転転
換換
のの
可可
視視
化化

研
究
開
発
費
と
設
備
投
資
の
比
較
に

取
り
組
ん
だ
。
日
本
が
90
年
代
に
入

り
お
か
し
く
な
っ
た
。
米
国
は
日
本
と

同
じ
よ
う
に
悪
か
っ
た
が
体
質
を
変
え

た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
や
イ
ン
テ
ル
の
米
国
の
経

営
者
は
、
ど
の
よ
う
な
戦
略
転
換
を
し

た
の
か
定
量
的
に
分
析
し
た
。

イ
ン
テ
ル
の
戦
略
転
換
を
手
掛
け
た

の
は
グ
ロ
ー
ブ
、
メ
モ
リ
で
日
本
企
業

に
や
ら
れ
て
戦
略
転
換
を
迫
ら
れ
メ
モ

リ
か
ら
Ｍ
Ｐ
Ｕ
の
事
業
に
転
換
、
イ
ン

テ
ル
イ
ン
サ
イ
ド
。
世
界
の
全
て
の
Ｃ

Ｐ
Ｕ
が
イ
ン
テ
ル
に
な
っ
た
。

おお
かか
しし
いい
とと
感感
じじ
なな
いい
とと
入入
口口
はは
なな
いい

戦
略
転
換
は
誰
も
分
か
ら
な
い
。
何

か
お
か
し
い
と
感
じ
な
い
と
、
蛙
の
話

で
な
い
が
戦
略
転
換
の
入
口
は
な
い
。

企
業
戦
略
の
変
化
を
グ
ラ
フ
上
の
軌

道
で
図
示
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。

Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
図
１
の
よ
う
に
、
営
業
、

技
術
、
製
造
の
中
心
に
い
て
各
部
門
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。

ＩＩ
ＢＢ
ＭＭ
，，
9977
年年
かか
らら
9988
年年
にに
戦戦
略略
転転
換換

図
２
の
軌
道
の
分
析
結
果
を
見
る
。

Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
ガ
ー
ス
ナ
ー
は
97
～
98
年

に
戦
略
転
換
を
し
て
い
る
。
研
究
開
発

費
も
落
と
す
が
、
設
備
投
資
も
落
と
し

て
い
る
。
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス

に
取
り
組
ん
で
製
造
設
備
の
投
資
を
抑

制
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
主
体
を
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
か
ら
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
。
そ
れ

を
パ
ル
ミ
サ
ー
ノ
が
引
き
継
ぐ
。
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
技
術
者
が
Ｉ
Ｂ
Ｍ
か
ら
逃
げ

2013.5.29セセミミナナーー
技術経営人財育成セミナー（第５回）

て
行
っ
て
、
シ
ス
コ
が
で
き
た
り
し
た
。

イイ
ンン
テテ
ルル
はは
22
つつ
のの
戦戦
略略
転転
換換

イ
ン
テ
ル
は
86
年
に
メ
モ
リ
事
業
か

ら
Ｍ
Ｐ
Ｕ
事
業
に
転
換
。
00
年
以
降
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
戦
略
に
取
り
組
む
。

イ
ン
テ
ル
の
Ｍ
Ｐ
Ｕ
の
技
術
は
進
歩
す

る
が
使
う
側
の
レ
ベ
ル
は
低
い
こ
と
に

気
付
く
。
自
分
の
持
つ
製
品
の
能
力
を

フ
ル
に
生
か
す
に
は
周
辺
技
術
開
発
も

や
る
必
要
が
あ
る
と
気
づ
く
。
図
３
の

投
資
軌
道
の
分
析
で
バ
レ
ッ
ト
が
取
り

組
ん
だ
00
年
前
後
の
戦
略
が
可
視
化
で

き
る
。

社社
会会
イイ
ンン
フフ
ララ
とと
情情
報報
通通
信信
のの
融融
合合

日
立
製
作
所
、
06
年
４
月
古
川
一
夫

社
長
が
就
任
。
庄
山
時
代
の
基
本
路
線

を
継
承
す
る
と
方
針
説
明
。
08
年
Ｈ
Ｄ

Ｄ
事
業
や
薄
型
テ
レ
ビ
事
業
の
構
造
改

革
を
進
め
る
一
方
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
事

業
に
経
営
資
源
を
集
中
。
09
年
３
月
庄

山
会
長
、
古
川
社
長
が
引
責
辞
任
。
川

村
氏
が
会
長
兼
社
長
に
就
任
。
09
年
12

月
「
脱
・
総
合
電
機
」
を
掲
げ
社
会
イ

ン
フ
ラ
と
情
報
通
信
の
融
合
分
野
に
経

営
資
源
を
集
中
。
10
年
２
月
新
社
長
に

中
西
氏
、
新
社
長
は
05
年
か
ら
経
営
不

振
の
Ｈ
Ｄ
Ｄ
子
会
社
の
ト
ッ
プ
と
し
て

事
業
を
再
建
。
13
年
５
月
イ
ン
フ
ラ
、

■■ 技技術術経経営営戦戦略略のの可可視視化化のの試試みみ、、児児玉玉文文雄雄氏氏のの講講演演

研研究究
開開発発費費
（（技技術術））

営営業業費費等等
（（営営業業））

投投資資設設備備
（（製製造造））

ＣＣＥＥＯＯ

最高経営責任者（CEO)の意思決定パラメーター

開開発発投投資資をを止止めめたたらら
会会社社のの発発展展ははなないい

「技術経営戦略の可視化の試み」

講師の児玉文雄氏は、1985年頃に日本製造業に起きた現

象、つまり、研究開発費が設備投資額を上回るという現象
に注目して、その転換を「造る集団（製造業）」から「考える
集団（創造業）」への変身であると表現した。

それ以来、研究開発費と設備投資額との比較分析を、国内
外の企業について追跡してきた。

図１ ３つの主要パラッメータ

9900年年代代製製造造業業かからら創創造造業業へへ 研究開発費の合計額を比較するこ
とで転換や変質を検出できる。大きな構造変化の時に何もせずに
いたらゆでガエルになる。日本が最高潮の1990年近くの頃、ハー
バード大学やスタンフォード大学で講義をしたりしていた。あの
頃の日本には勢いがあった。

新
興
国
で
サ
ー
ビ
ス
事
業
も
拡
大
。
日

立
が
海
外
で
狙
う
の
は
、
重
電
と
情
報

技
術
の
双
方
を
ま
と
め
て
提
案
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
。

図
４
は
設
備
投
資
と
研
究
開
発
費
の

デ
ー
タ
ー
、
古
川
社
長
の
09
年
の
脱
総

合
電
機
の
戦
略
転
換
が
読
み
取
れ
る
。

シシ
ャャ
ーー
ププ
大大
型型
投投
資資
、、
危危
機機
招招
くく

シ
ャ
ー
プ
は
04
年
に
亀
山
第
一
工
場

を
稼
働
さ
せ
、
液
晶
パ
ネ
ル
か
ら
テ
レ

ビ
ま
で
の
液
晶
パ
ネ
ル
の
一
貫
生
産
体

制
を
確
立
。
「
ア
ク
オ
ス
」
ブ
ラ
ン
ド

の
テ
レ
ビ
は
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、
08
年

３
月
期
に
は
過
去
最
高
の
利
益
。

し
か
し
08
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

で
全
て
が
狂
う
。
世
界
最
先
端
の
技
術

を
詰
め
込
ん
だ
大
型
液
晶
パ
ネ
ル
の
堺

工
場
の
稼
働
は
09
年
。
町
田
会
長
、

（注１）
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片
山
幹
雄
社
長
体
制
で
推
進
し
た
液
晶

の
大
型
投
資
を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

13
年
の
株
主
総
会
後
で
片
山
会
長
が

退
任
し
奥
田
隆
司
社
長
が
在
任
1
年
3

カ
月
で
代
表
権
の
な
い
会
長
と
な
る
。

新
社
長
予
定
の
高
橋
興
三
は
、
巨
額
投

資
が
経
営
危
機
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を

認
め
た
。
図
５
を
見
る
と
シ
ャ
ー
プ
の

戦
略
転
換
が
可
視
化
で
き
る
。

【【質質
疑疑
】】ＱＱ
：：質質
問問
、、
ＡＡ
：：回回
答答

ＱＱ
（（西西
河河
洋洋
一一
理理
事事
長長
））
：：
研
究
開
発
投

資
も
設
備
投
資
も
止
め
て
し
ま
っ
た
ら

は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
投
資
が
出
来

て
い
な
い
状
況
は
厳
し
い
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

忘
れ
た
。
液
晶
の
技
術
を
電
卓
か
ら
テ

レ
ビ
ま
で
持
っ
て
い
っ
た
。
テ
レ
ビ
が
儲

か
り
過
ぎ
て
次
の
開
発
を
怠
っ
た
。
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
で
伸
び
た
会
社
だ

が
テ
レ
ビ
メ
ー
カ
ー
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ＱＱ
（（杉杉
本本
晴晴
重重
元元
沖沖
デデ
ーー
タタ
代代
表表
取取
締締
役役

社社
長長
））：：日
本
経
済
新
聞
の
経
済
教
室
の

記
事
は
参
考
に
な
っ
た
。
当
時
、
技
術

系
の
会
社
だ
っ
た
の
で
研
究
開
発
投
資

は
そ
れ
な
り
に
し
て
い
た
。
グ
ロ
ー
バ

ル
に
展
開
す
る
に
は
営
業
経
費
を
有
効

に
使
わ
な
い
と
出
来
な
い
と
の
参
考
に

な
っ
た
。
米
国
の
企
業
は
イ
ン
テ
ル
だ

け
で
な
く
Ｉ
Ｂ
Ｍ
や
シ
ス
コ
な
ど
も
エ

コ
シ
ス
テ
ム
と
言
い
だ
し
た
。
我
々
に

対
し
て
も
強
調
し
て
き
た
。

ＡＡ

米
国
の
企
業
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
作
る
と
い
う
考
え
を
持
っ
た
。
自

分
だ
け
良
い
と
い
う
話
で
は
な
い
。
日

本
で
も
重
電
系
で
は
、
そ
の
よ
う
な
動

き
が
見
え
る
。
途
上
国
へ
の
イ
ン
フ
ラ

輸
出
と
言
い
出
し
た
時
に
日
立
の
場
合
、

情
報
技
術
と
重
電
技
術
と
を
組
み
合
わ

せ
る
動
き
が
見
え
た
。
米
国
の
メ
デ
ィ

カ
ル
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
分
野
の
Ｃ

Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
は
診
断
で
儲
け
て
い
る
。

日
本
で
も
兆
候
は
あ
る
。
コ
マ
ツ
の
コ

ム
ト
ラ
ッ
ク
や
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
も

デ
ー
タ
ー
の
宝
庫
で
あ
る
。
リ
コ
ー
な

ど
も
新
し
い
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

ＱＱ((

坂坂
巻巻
資資
敏敏
元元
リリ
ココ
ーー
常常
務務
執執
行行
役役
員員))

：

キ
ヤ
ノ
ン
や
リ
コ
ー
の
複
写
機
と
か
、

プ
リ
ン
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
は
ラ
ン
ニ
ン
グ

で
収
益
が
で
る
の
で
変
え
る
必
要
が
な

い
か
ら
だ
。
紙
は
ア
ナ
ロ
グ
的
で
今
で

も
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ス

テ
ッ
パ
ー
だ
け
の
情
報
が
抽
出
す
れ
ば

転
換
が
あ
っ
た
と
み
る
。

ＡＡ

コ
ダ
ッ
ク
は
、
戦
略
転
換
が
出
来

な
か
っ
た
か
ら
だ
。

ＱＱ
（（大大
橋橋
克克
已已
元元
クク
ララ
レレ
常常
務務
取取
締締
役役
））：

社
長
が
変
わ
っ
た
時
に
転
換
点
が
あ
る
。

会
社
の
意
思
と
か
判
断
に
つ
な
が
る
の
か
。

ＡＡ

そ
の
所
が
悩
ま
し
い
。
日
本
の
場

合
、
社
長
交
代
時
期
と
転
換
点
が
一
致

し
て
い
る
。
戦
略
展
開
と
言
う
と
怪
し

い
。
在
任
中
に
転
換
す
る
の
が
戦
略
転

換
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
や
イ
ン
テ
ル
は
在
任
中
。

ＱＱ
（（佐佐
竹竹
右右
幾幾
ササ
ンン
シシ
ンン
電電
気気
ＣＣ
ＴＴ
ＯＯ
））：：

仲
間
の
ソ
ニ
ー
の
技
術
者
は
「iPod

は

音
が
悪
い
。
あ
れ
は
製
品
で
な
い
」
と

言
う
が
、
若
者
が
ヘ
ッ
ド
ホ
ー
ン
で
聞

く
と
そ
の
差
は
分
か
ら
な
い
。
自
分
た

ち
の
良
い
と
こ
ろ
だ
け
に
こ
だ
わ
り
、

相
手
を
け
な
す
だ
け
で
、
販
売
戦
略
に

負
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
例
が
日
本

に
は
数
多
く
あ
る
の
で
は
。

ＡＡ

か
っ
て
は
米
国
に
原
因
が
あ
っ
て

日
本
に
や
ら
れ
た
。i

P
od

の
よ
う
に
音

質
に
狙
い
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
目
的

が
異
な
っ
た
場
合
、
日
本
は
勝
て
な
い
。

図２ ＩＢＭの投資軌道の分析

会
社
の
発
展
は
な
い
。
次
の
展
開
が
出

来
な
い
。

ＡＡ

縮
小
均
衡
の
戦
略
を
取
っ
て
い
る
状

況
の
企
業
は
あ
る
。
円
高
の
問
題
な
ど

で
ソ
ニ
ー
な
ど
を
含
め
苦
労
し
て
い
る
。

シ
ャ
ー
プ
は
大
型
投
資
を
し
た
と
言
わ

れ
て
い
た
が
、
売
上
比
の
デ
ー
タ
ー
で図５ シャープの投資軌道の分析

2013.5.29セセミミナナーー

図４ 日立の投資企業の分析

図３ インテルの投資軌道の分析
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技術経営人財育成セミナー（第５回）

児児玉玉文文雄雄略略歴歴：：1964年東京大学工学部機械工学科卒業。
埼玉大学政策科学研究科教授、ハーバード大学ケネディスクール客員教授、
スタンフォード大学客員教授、東京大学先端科学技術研究センター教授、
芝浦工業大学大学院工学マネジメント研究科研究科長・教授。
東京大学名誉教授（現在）、芝浦工業大学名誉教授（現在）、工学博士。

「iPodは音楽は聞くことが目的であって、所有することが目的
ではない」とアップルのジョブスは言っている。テレビとPCは
基本的に違う。テレビを見ている時、自分のブレイン（脳）はオ
フになっているが、PCではブレインがオンである。技術が似て
いても、その融合は起きない。・・・・・児玉氏は語る。

（注１）ホームページ（http://eufd.org）に詳細な報告が掲載
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潮潮
目目
がが
変変
わわ
りり
、、
日日
本本
のの
復復
活活
がが
ああ
るる

今
、
潮
目
が
変
わ
り
、
日
本
の
復
活

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
円
安
に
な
り
、

そ
う
い
う
兆
候
が
出
て
き
た
。

今
日
は
、
日
立
の
復
活
と
か
シ
ャ
ー

プ
の
現
状
の
経
営
戦
略
の
分
析
に
つ
い

て
話
を
す
る
。

経経
営営
戦戦
略略
転転
換換
のの
可可
視視
化化

研
究
開
発
費
と
設
備
投
資
の
比
較
に

取
り
組
ん
だ
。
日
本
が
90
年
代
に
入

り
お
か
し
く
な
っ
た
。
米
国
は
日
本
と

同
じ
よ
う
に
悪
か
っ
た
が
体
質
を
変
え

た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
や
イ
ン
テ
ル
の
米
国
の
経

営
者
は
、
ど
の
よ
う
な
戦
略
転
換
を
し

た
の
か
定
量
的
に
分
析
し
た
。

イ
ン
テ
ル
の
戦
略
転
換
を
手
掛
け
た

の
は
グ
ロ
ー
ブ
、
メ
モ
リ
で
日
本
企
業

に
や
ら
れ
て
戦
略
転
換
を
迫
ら
れ
メ
モ

リ
か
ら
Ｍ
Ｐ
Ｕ
の
事
業
に
転
換
、
イ
ン

テ
ル
イ
ン
サ
イ
ド
。
世
界
の
全
て
の
Ｃ

Ｐ
Ｕ
が
イ
ン
テ
ル
に
な
っ
た
。

おお
かか
しし
いい
とと
感感
じじ
なな
いい
とと
入入
口口
はは
なな
いい

戦
略
転
換
は
誰
も
分
か
ら
な
い
。
何

か
お
か
し
い
と
感
じ
な
い
と
、
蛙
の
話

で
な
い
が
戦
略
転
換
の
入
口
は
な
い
。

企
業
戦
略
の
変
化
を
グ
ラ
フ
上
の
軌

道
で
図
示
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。

Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
図
１
の
よ
う
に
、
営
業
、

技
術
、
製
造
の
中
心
に
い
て
各
部
門
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。

ＩＩ
ＢＢ
ＭＭ
，，
9977
年年
かか
らら
9988
年年
にに
戦戦
略略
転転
換換

図
２
の
軌
道
の
分
析
結
果
を
見
る
。

Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
ガ
ー
ス
ナ
ー
は
97
～
98
年

に
戦
略
転
換
を
し
て
い
る
。
研
究
開
発

費
も
落
と
す
が
、
設
備
投
資
も
落
と
し

て
い
る
。
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス

に
取
り
組
ん
で
製
造
設
備
の
投
資
を
抑

制
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
主
体
を
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
か
ら
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
。
そ
れ

を
パ
ル
ミ
サ
ー
ノ
が
引
き
継
ぐ
。
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
技
術
者
が
Ｉ
Ｂ
Ｍ
か
ら
逃
げ

2013.5.29セセミミナナーー
技術経営人財育成セミナー（第５回）

て
行
っ
て
、
シ
ス
コ
が
で
き
た
り
し
た
。

イイ
ンン
テテ
ルル
はは
22
つつ
のの
戦戦
略略
転転
換換

イ
ン
テ
ル
は
86
年
に
メ
モ
リ
事
業
か

ら
Ｍ
Ｐ
Ｕ
事
業
に
転
換
。
00
年
以
降
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
戦
略
に
取
り
組
む
。

イ
ン
テ
ル
の
Ｍ
Ｐ
Ｕ
の
技
術
は
進
歩
す

る
が
使
う
側
の
レ
ベ
ル
は
低
い
こ
と
に

気
付
く
。
自
分
の
持
つ
製
品
の
能
力
を

フ
ル
に
生
か
す
に
は
周
辺
技
術
開
発
も

や
る
必
要
が
あ
る
と
気
づ
く
。
図
３
の

投
資
軌
道
の
分
析
で
バ
レ
ッ
ト
が
取
り

組
ん
だ
00
年
前
後
の
戦
略
が
可
視
化
で

き
る
。

社社
会会
イイ
ンン
フフ
ララ
とと
情情
報報
通通
信信
のの
融融
合合

日
立
製
作
所
、
06
年
４
月
古
川
一
夫

社
長
が
就
任
。
庄
山
時
代
の
基
本
路
線

を
継
承
す
る
と
方
針
説
明
。
08
年
Ｈ
Ｄ

Ｄ
事
業
や
薄
型
テ
レ
ビ
事
業
の
構
造
改

革
を
進
め
る
一
方
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
事

業
に
経
営
資
源
を
集
中
。
09
年
３
月
庄

山
会
長
、
古
川
社
長
が
引
責
辞
任
。
川

村
氏
が
会
長
兼
社
長
に
就
任
。
09
年
12

月
「
脱
・
総
合
電
機
」
を
掲
げ
社
会
イ

ン
フ
ラ
と
情
報
通
信
の
融
合
分
野
に
経

営
資
源
を
集
中
。
10
年
２
月
新
社
長
に

中
西
氏
、
新
社
長
は
05
年
か
ら
経
営
不

振
の
Ｈ
Ｄ
Ｄ
子
会
社
の
ト
ッ
プ
と
し
て

事
業
を
再
建
。
13
年
５
月
イ
ン
フ
ラ
、

■■ 技技術術経経営営戦戦略略のの可可視視化化のの試試みみ、、児児玉玉文文雄雄氏氏のの講講演演

研研究究
開開発発費費
（（技技術術））

営営業業費費等等
（（営営業業））

投投資資設設備備
（（製製造造））

ＣＣＥＥＯＯ

最高経営責任者（CEO)の意思決定パラメーター

開開発発投投資資をを止止めめたたらら
会会社社のの発発展展ははなないい

「技術経営戦略の可視化の試み」

講師の児玉文雄氏は、1985年頃に日本製造業に起きた現

象、つまり、研究開発費が設備投資額を上回るという現象
に注目して、その転換を「造る集団（製造業）」から「考える
集団（創造業）」への変身であると表現した。

それ以来、研究開発費と設備投資額との比較分析を、国内
外の企業について追跡してきた。

図１ ３つの主要パラッメータ

9900年年代代製製造造業業かからら創創造造業業へへ 研究開発費の合計額を比較するこ
とで転換や変質を検出できる。大きな構造変化の時に何もせずに
いたらゆでガエルになる。日本が最高潮の1990年近くの頃、ハー
バード大学やスタンフォード大学で講義をしたりしていた。あの
頃の日本には勢いがあった。

新
興
国
で
サ
ー
ビ
ス
事
業
も
拡
大
。
日

立
が
海
外
で
狙
う
の
は
、
重
電
と
情
報

技
術
の
双
方
を
ま
と
め
て
提
案
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
。

図
４
は
設
備
投
資
と
研
究
開
発
費
の

デ
ー
タ
ー
、
古
川
社
長
の
09
年
の
脱
総

合
電
機
の
戦
略
転
換
が
読
み
取
れ
る
。

シシ
ャャ
ーー
ププ
大大
型型
投投
資資
、、
危危
機機
招招
くく

シ
ャ
ー
プ
は
04
年
に
亀
山
第
一
工
場

を
稼
働
さ
せ
、
液
晶
パ
ネ
ル
か
ら
テ
レ

ビ
ま
で
の
液
晶
パ
ネ
ル
の
一
貫
生
産
体

制
を
確
立
。
「
ア
ク
オ
ス
」
ブ
ラ
ン
ド

の
テ
レ
ビ
は
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、
08
年

３
月
期
に
は
過
去
最
高
の
利
益
。

し
か
し
08
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

で
全
て
が
狂
う
。
世
界
最
先
端
の
技
術

を
詰
め
込
ん
だ
大
型
液
晶
パ
ネ
ル
の
堺

工
場
の
稼
働
は
09
年
。
町
田
会
長
、

（注１）
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阿
部
氏
は
い
う
。
（
注
４
）

日
本
で
は
、
ホ
ン
ダ
の
本
田
宗
一
郎

と
藤
沢
武
夫
の
関
係
が
引
き
合
い
に
出

さ
れ
る
。
技
術
の
本
田
を
リ
ー
ダ
ー
と

し
、
経
営
の
藤
沢
を
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

置
き
換
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
補
完
関

係
に
あ
っ
た
両
者
が
う
ま
く
機
能
し
て

事
業
が
発
展
し
た
。

ＭＭ
＆＆
ＡＡ
戦戦
略略
・・坂坂
巻巻
（注
３
）

経
営
戦
略
で
Ｍ
＆
Ａ
を
活
用
す
る
の

は
、
自
社
の
事
業
の
強
み
を
増
し
、
弱

み
を
解
消
す
る
た
め
に
経
営
努
力
で
達

成
す
る
よ
り
も
他
社
の
買
収
に
よ
り
目

的
を
達
成
し
た
方
が
効
率
的
で
あ
る
時

に
実
施
す
る
。
Ｍ
＆
Ａ
は
新
規
事
業
や

市
場
へ
の
参
入
、
知
的
財
産
権
の
強
化
、

技
術
力
の
強
化
、
販
売
力
の
強
化
、
企

業
グ
ル
ー
プ
の
再
編
、
事
業
統
合
、
経

営
が
不
振
な
企
業
の
救
済
な
ど
を
目
的

と
し
て
実
施
さ
れ
る
。
業
務
提
携
や
Ｏ

Ｅ
Ｍ
も
含
ま
れ
る
。

管管
理理
せせ
ずず
、、
部部
下下
任任
せせ
でで
失失
敗敗
すす
るる

日
本
企
業
が
海
外
企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
で

失
敗
す
る
事
例
は
、
買
収
し
た
企
業
の

経
営
陣
を
社
長
が
管
理
で
き
ず
部
下
任

せ
で
放
任
し
、
放
漫
経
営
で
事
業
収
益

を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
言
葉
は

違
っ
て
も
企
業
経
営
の
王
道
は
万
国
共

通
で
、
そ
の
企
業
の
守
ら
ね
ば
な
ら
な

い
ル
ー
ル
は
買
収
さ
れ
た
社
員
と
幹
部

に
対
し
て
厳
し
く
躾
る
こ
と
が
Ｍ
＆
Ａ

を
成
功
さ
せ
る
上
で
重
要
だ
。
権
限
委

譲
、
部
下
育
成
を
は
き
違
え
て
い
る
社

長
は
Ｍ
＆
Ａ
を
や
ら
な
い
方
が
良
い
。

日日
本本
のの
経経
営営
者者
のの
考考
ええ
はは
日日
本本
語語
でで
なな
けけ

れれ
ばば
正正
しし
くく
表表
現現
でで
きき
なな
いい

英
語
で
や
る
よ
り
は
、
日
本
語
で
会

話
し
、
通
訳
さ
せ
た
方
が
良
い
。
人
が

も
の
を
考
え
る
の
は
言
葉
を
使
っ
て
考

え
て
い
る
か
ら
、
日
本
の
経
営
者
の
考

経営人財の育成には
「座学＋実践」が必要

技技術術経経営営人人財財をを育育成成すするるたためめのの教教材材ををつつくくるる

日本語を理解し、日本の良さを伝えることでビジネスを成功させる

技術経営人財育成と活用に関する研究委員会

2013.6.18, 7.30, 8.27研研究究会会活活動動

第
６
回
技
術
経
営
人
財
育
成
と
活
用

に
関
す
る
研
究
委
員
会(

委
員
長
坂
巻
資

敏)

を
６
月
18
日
に
財
団
内
会
議
室
に
て

開
催
し
た
。
委
員
会
で
は
『
情
報
通
信

技
術(

Ｉ
Ｃ
Ｔ)

の
活
用
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル(

小
平
和
一
朗)

』
『
技
術
経
営
戦

略

Ｍ
＆
Ａ
戦
略(

坂
巻
資
敏)

』
『
途

上
国
市
場
の
攻
略
に
就
い
て(

淺
野
昌

宏)
』
と
題
す
る
講
演
が
あ
り
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
第
７
回
研
究
委
員
会
は

７
月
30
日
に
財
団
で
開
催
。
『
技
術
経

営
リ
ー
ダ
ー
の
育
成(

小
平)

』
と
『
技

術
経
営
戦
略
と
戦
略
Ｍ
Ｍ
入
門(

奥
出
阜

義)

』
と
題
す
る
講
演
と
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
第
８
回
研
究
委
員
会
は
８
月

27
日
に
財
団
で
開
催
。
『
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

開
発
管
理
・
生
産

管
理(

小
平)

』
と
『
研
究
開
発
部
門
の

事
業
化
戦
略(

坂
巻)

』
と
題
す
る
講
演

と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

ＩＩ
ＣＣ
ＴＴ
でで
ビビ
ジジ
ネネ
スス
モモ
デデ
ルル
・・小小
平平

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
は
技
術
を
経
済

価
値
に
変
換
す
る
た
め
の
仕
掛
け
。
玄

場
は｢

最
近
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
特
徴

に
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
利

用
が
あ
る｣

(

注
２
）

と
言
う
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が

デ
ー
タ
処
理
系
の
中
核
に
な
っ
て
新
し

い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
出
来
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
を
起
こ

す
。
発
展
途
上
国
で
は
分
裂
し
た
組
織

を
結
集
し
、
平
和
な
国
家
を
つ
く
る
た

め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
使
え
て
な
い
。

ママ
ネネ
ーー
ジジ
ャャ
ーー
とと
リリ
ーー
ダダ
ーー

理
想
の
経
営
者
は
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
も
リ
ー
ダ
ー
に
も
な
れ
る
人
間
で
あ

る
。
「
ア
ッ
プ
ル
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・

ジ
ョ
ブ
ス
は
史
上
最
高
の
リ
ー
ダ
ー
で

あ
っ
た
が
、
最
悪
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で

あ
っ
た
。
彼
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
や
り

方
で
は
、
人
は
つ
い
て
い
け
な
い
」
と

（注2）玄場公規（2004）『理系のための企業戦略論』日経BP社
（注3）Ｍ＆Ａ（mergers and acquisitions：合併と買収）

「ＩＣＴでビジネスが変わる」講演する小平。

「Ｍ＆Ａは日本語で」講演する坂巻。

「日本を学ぶことが重要」講演する淺野。
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え
は
日
本
語
で
な
け
れ
ば
正
し
く
表
現

で
き
な
い
。
こ
れ
を
正
確
に
浅
い
英
語

力
で
翻
訳
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

優
れ
た
日
本
人
の
リ
ー
ダ
に
学
び
た
い

と
思
う
海
外
の
人
は
日
本
語
を
学
ぶ
。

こ
れ
が
真
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
。

経経
営営
のの
究究
極極
はは
もも
のの
のの
見見
方方
、、
考考
ええ
方方

経
営
の
究
極
は
経
営
者
の
も
の
の
見

方
考
え
方
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営

と
い
う
と
英
語
を
話
さ
な
け
れ
ば
と
い

う
風
潮
が
あ
る
が
経
営
は
そ
の
人
の
人

生
観
と
世
界
観
、
接
客
態
度
等
、
人
間

と
し
て
の
品
格
、
品
性
が
一
番
重
要
と

思
う
。
社
長
自
ら
が
日
々
精
進
し
社
員

に
手
本
を
見
せ
、
新
た
に
加
わ
っ
た

人
々
を
導
け
ば
Ｍ
＆
Ａ
は
成
功
す
る
。

関関
税税
障障
壁壁
のの
無無
いい
市市
場場
のの
出出
現現
・・淺淺
野野

今
、
世
界
は
貿
易
の
自
由
化
。
各
国

に
思
惑
の
差
は
あ
る
中
で
こ
の
流
れ
は

変
え
ら
れ
な
い
。
早
く
流
れ
に
乗
っ
て

自
分
の
作
っ
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
他
国

に
認
め
さ
せ
る
事
を
や
る
べ
き
だ
。

自自
国国
語語
でで
国国
民民
とと
日日
本本
文文
化化
をを
守守
るる

ア
フ
リ
カ
人
は
自
分
の
部
族
・
民
族

の
言
葉
で
教
育
を
受
け
て
い
な
い
。
英

語
・
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
旧
植
民
地
の
宗

主
国
の
言
葉
で
教
育
を
受
け
て
い
る
。

そ
の
結
果
自
分
達
の
持
っ
て
い
た
文
化

は
消
え
て
い
っ
て
い
る
。
旧
宗
主
国
の

言
葉
が
公
用
語
で
あ
る
と
小
学
校
か
ら

大
学
ま
で
旧
宗
主
国
の
教
育
シ
ス
テ
ム

が
採
用
さ
れ
る
。
英
語
の
詩
や
随
筆
で

勉
強
し
、
世
界
史
は
英
国
か
ら
見
た
歴

史
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
や
南
米
の
事
は
触

れ
な
い
。
今
は
反
省
し
、
自
国
の
歴
史

や
伝
承
を
教
科
書
に
入
れ
る
努
力
を
し
、

民
族
語
で
低
学
年
の
国
語
の
教
科
書
を

編
纂
す
る
国
も
増
え
て
い
る
。

日日
本本
語語
とと
歴歴
史史
・・地地
理理
をを
勉勉
強強

文
部
省
内
で
小
学
生
か
ら
英
語
を
勉

強
さ
せ
よ
う
と
議
論
し
て
い
る
。
何
割

の
人
が
将
来
英
語
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る

の
か
。
頭
の
柔
軟
な
時
期
に
日
本
人
の

基
礎
と
な
る
国
語
と
歴
史
・
地
理
を
勉

強
さ
せ
る
べ
き
で
、
外
国
語
は
余
裕
が

あ
れ
ば
や
れ
ば
良
い
。
言
葉
は
即
ち
文

化
。
小
さ
い
頃
か
ら
英
語
教
育
に
重
き

を
置
く
と
英
国
人
や
米
国
人
を
育
て
る

事
に
な
り
か
ね
な
い
。

駐
在
員
の
奥
さ
ん
か
ら
「
５
歳
の
お

嬢
さ
ん
を
日
本
人
学
校
に
入
れ
よ
う
か
、

ア
メ
リ
カ
系
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
に
入
れ
よ
う
か
」
と
の
相
談

を
受
け
た
。
私
は
「
ア
メ
リ
カ
人
に
育

て
た
い
な
ら
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
を
、
日
本
人
と
し
て
育
っ
て
欲

し
い
な
ら
日
本
人
学
校
。
国
語
と
歴
史

を
叩
き
込
ん
で
お
か
な
い
と
日
本
人
に

は
な
れ
な
い
」
と
助
言
し
た
。

左から西河、大橋、奥出、淺野の各氏。

企企
業業
経経
営営
にに
必必
要要
なな
ここ
とと

●

新
規
事
業
を
興
そ
う
と
す
る
人
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
経
験
を
積
み
、
事
業
ド
メ

イ
ン
を
決
め
、
事
業
推
進
す
る
ド
ラ

イ
ビ
ン
グ
フ
ォ
ー
ス
を
手
に
入
れ
、

重
要
顧
客
と
の
人
脈
も
で
き
た
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
企
業
の
経

営
は
で
き
な
い
。

企企
業業
のの
目目
的的
をを
明明
確確
にに
すす
るる

●

企
業
活
動
は
社
長
一
人
で
は
出
来

な
い
の
で
社
員
を
雇
い
チ
ー
ム
と
し

て
仕
事
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
社

長
の
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
と
社
員
と
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
う
ま
く
取
れ
な
い

と
、
企
業
は
倒
産
し
て
し
ま
う
。

●

人
が
集
ま
り
、
共
に
働
く
と
き
一

番
大
切
な
こ
と
は
、
チ
ー
ム
が
目
指

す
共
通
の
目
的
で
あ
る
。
こ
の
目
的

が
適
切
で
な
い
と
、
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
が
い
く
ら
頑
張
っ
て
も
チ
ー
ム

の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
良
く
な
ら
な
い
。

目
的
は
明
確
で
も
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

が
自
分
勝
手
に
ば
ら
ば
ら
の
行
動
を

取
れ
ば
、
や
は
り
良
い
結
果
は
生
ま

れ
な
い
。

目目
的的
をを
社社
員員
にに
配配
分分
すす
るる

●

組
織
で
活
動
す
る
と
き
、
リ
ー

ダ
ー
は
組
織
の
目
的
を
決
定
す
る
責

任
が
あ
り
、
こ
の
目
的
を
チ
ー
ム
メ

ン
バ
ー
に
納
得
さ
せ
て
分
担
さ
せ
る

事
が
求
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
企
業
の

目
的
を
決
め
、
社
員
に
こ
れ
を
納
得

さ
せ
、
目
的
を
配
分
す
る
の
は
社
長

の
最
重
要
の
仕
事
で
あ
る
。
社
長
が

決
め
る
目
的
は
、
社
員
に
と
ど
ま
ら

ず
企
業
活
動
に
協
力
し
て
く
だ
さ
る

人
々
、
消
費
者
と
社
会
一
般
の
人
々

か
ら
共
感
さ
れ
る
よ
う
な
目
的
を
決

め
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

●

企
業
目
的
の
雛
形
と
し
て
、

「
我
社
は
、
地
球
市
民
の
幸
福
の

増
大
に
寄
与
す
る
製
品
、
シ
ス
テ
ム

と
サ
ー
ビ
ス
を
適
正
価
格
で
提
供
し
、

利
潤
を
あ
げ
、
国
家
へ
の
納
税
義
務

を
果
た
す
と
共
に
、
利
潤
を
社
員
の

拡
大
再
生
産
と
幸
福
の
増
大
に
活
用

す
る
」
。

●

ソ
ニ
ー
の
創
始
者
井
深
大
が
東
京

通
信
工
業
を
創
業
し
た
時
に
決
定
し

た
設
立
の
目
的
の
一
つ
が

一
、
真
面
目
な
る
技
術
者
の
機
能
を
、

最
高
度
に
発
揮
せ
し
む
べ
き
自
由

闊
達
に
し
て
愉
快
な
る
理
想
の
工
場

の
建
設

●

経
営
方
針
は
、
社
員
が
目
的
を
達

成
す
る
と
き
の
制
約
条
件
と
な
る
。

経
営
方
針
以
外
は
、
社
員
の
自
由
裁

量
で
達
成
手
段
を
選
べ
る
。

一
、
不
当
な
る
儲
け
主
義
を
廃
し
、

あ
く
ま
で
内
容
の
充
実
、
実
質
的

な
活
動
に
重
点
を
置
き
、
い
た
ず
ら

に
規
模
の
大
を
追
わ
ず

アア
ダダ
ムム
・・スス
ミミ
スス
のの
国国
富富
論論

●

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
昔
か
ら
金

儲
け
は
卑
し
い
行
為
と
み
な
さ
れ
、

商
人
は
一
番
低
い
身
分
に
甘
ん
じ
て

き
た
。
こ
の
卑
し
い
行
為
を
神
の
教

え
に
合
致
す
る
尊
い
行
為
に
変
え
た

の
が
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
国
富
論
で
、

彼
は
資
本
家
が
金
儲
け
を
許
さ
れ
る

の
は
３
つ
の
条
件
を
満
た
す
経
営
を

行
う
場
合
に
限
定
さ
れ
る
と
説
い
た
。

第
一
の
条
件
：子
孫
の
繁
栄
に
寄
与

す
る
富
（生
活
便
益
品
）の
提
供

第
二
の
条
件
：
正
社
員
雇
用
の
維

持
拡
大

第
三
の
条
件
：
国
家
へ
の
納
税

●

ま
た
、
国
家
は
税
金
を
労
働
者
の

雇
用
拡
大
と
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
向
上

に
使
い
、
貧
者
救
済
の
ば
ら
ま
き
に

使
っ
て
は
い
け
な
い
と
厳
し
く
説
い

て
い
る
。

連連載載：：企企業業経経営営とと新新製製品品開開発発 第第２２回回 企企業業のの使使命命とと目目的的 研究員 坂巻 資敏

（注4）ホームページ（http://eufd.org）のセミナー/「第3回技術経営人財育成セミナー」
『グローバルビジネスにおける技術経営人財（講師：阿部剛士インテル取締役・副社長）』（2013年2月13日）に詳細な報告が掲載

（注5）ホームページ（http://eufd.org）の研究会/調査研究報告/『連載：企業経営と新製品開発』に詳細な報告が掲載

技術経営人財育成と活用に関する研究委員会

2013.6.18, 7.30, 8.27研研究究会会活活動動

（注5）

左から大橋（講演中）、山中、佐竹。

「戦略ＭＭ入門」を講演する奥出。
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阿
部
氏
は
い
う
。
（
注
４
）

日
本
で
は
、
ホ
ン
ダ
の
本
田
宗
一
郎

と
藤
沢
武
夫
の
関
係
が
引
き
合
い
に
出

さ
れ
る
。
技
術
の
本
田
を
リ
ー
ダ
ー
と

し
、
経
営
の
藤
沢
を
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

置
き
換
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
補
完
関

係
に
あ
っ
た
両
者
が
う
ま
く
機
能
し
て

事
業
が
発
展
し
た
。

ＭＭ
＆＆
ＡＡ
戦戦
略略
・・坂坂
巻巻
（注
３
）

経
営
戦
略
で
Ｍ
＆
Ａ
を
活
用
す
る
の

は
、
自
社
の
事
業
の
強
み
を
増
し
、
弱

み
を
解
消
す
る
た
め
に
経
営
努
力
で
達

成
す
る
よ
り
も
他
社
の
買
収
に
よ
り
目

的
を
達
成
し
た
方
が
効
率
的
で
あ
る
時

に
実
施
す
る
。
Ｍ
＆
Ａ
は
新
規
事
業
や

市
場
へ
の
参
入
、
知
的
財
産
権
の
強
化
、

技
術
力
の
強
化
、
販
売
力
の
強
化
、
企

業
グ
ル
ー
プ
の
再
編
、
事
業
統
合
、
経

営
が
不
振
な
企
業
の
救
済
な
ど
を
目
的

と
し
て
実
施
さ
れ
る
。
業
務
提
携
や
Ｏ

Ｅ
Ｍ
も
含
ま
れ
る
。

管管
理理
せせ
ずず
、、
部部
下下
任任
せせ
でで
失失
敗敗
すす
るる

日
本
企
業
が
海
外
企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
で

失
敗
す
る
事
例
は
、
買
収
し
た
企
業
の

経
営
陣
を
社
長
が
管
理
で
き
ず
部
下
任

せ
で
放
任
し
、
放
漫
経
営
で
事
業
収
益

を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
言
葉
は

違
っ
て
も
企
業
経
営
の
王
道
は
万
国
共

通
で
、
そ
の
企
業
の
守
ら
ね
ば
な
ら
な

い
ル
ー
ル
は
買
収
さ
れ
た
社
員
と
幹
部

に
対
し
て
厳
し
く
躾
る
こ
と
が
Ｍ
＆
Ａ

を
成
功
さ
せ
る
上
で
重
要
だ
。
権
限
委

譲
、
部
下
育
成
を
は
き
違
え
て
い
る
社

長
は
Ｍ
＆
Ａ
を
や
ら
な
い
方
が
良
い
。

日日
本本
のの
経経
営営
者者
のの
考考
ええ
はは
日日
本本
語語
でで
なな
けけ

れれ
ばば
正正
しし
くく
表表
現現
でで
きき
なな
いい

英
語
で
や
る
よ
り
は
、
日
本
語
で
会

話
し
、
通
訳
さ
せ
た
方
が
良
い
。
人
が

も
の
を
考
え
る
の
は
言
葉
を
使
っ
て
考

え
て
い
る
か
ら
、
日
本
の
経
営
者
の
考

経営人財の育成には
「座学＋実践」が必要

技技術術経経営営人人財財をを育育成成すするるたためめのの教教材材ををつつくくるる

日本語を理解し、日本の良さを伝えることでビジネスを成功させる

技術経営人財育成と活用に関する研究委員会

2013.6.18, 7.30, 8.27研研究究会会活活動動

第
６
回
技
術
経
営
人
財
育
成
と
活
用

に
関
す
る
研
究
委
員
会(

委
員
長
坂
巻
資

敏)

を
６
月
18
日
に
財
団
内
会
議
室
に
て

開
催
し
た
。
委
員
会
で
は
『
情
報
通
信

技
術(

Ｉ
Ｃ
Ｔ)

の
活
用
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル(

小
平
和
一
朗)

』
『
技
術
経
営
戦

略

Ｍ
＆
Ａ
戦
略(

坂
巻
資
敏)

』
『
途

上
国
市
場
の
攻
略
に
就
い
て(

淺
野
昌

宏)

』
と
題
す
る
講
演
が
あ
り
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
第
７
回
研
究
委
員
会
は

７
月
30
日
に
財
団
で
開
催
。
『
技
術
経

営
リ
ー
ダ
ー
の
育
成(

小
平)

』
と
『
技

術
経
営
戦
略
と
戦
略
Ｍ
Ｍ
入
門(

奥
出
阜

義)

』
と
題
す
る
講
演
と
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
第
８
回
研
究
委
員
会
は
８
月

27
日
に
財
団
で
開
催
。
『
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

開
発
管
理
・
生
産

管
理(

小
平)

』
と
『
研
究
開
発
部
門
の

事
業
化
戦
略(

坂
巻)

』
と
題
す
る
講
演

と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

ＩＩ
ＣＣ
ＴＴ
でで
ビビ
ジジ
ネネ
スス
モモ
デデ
ルル
・・小小
平平

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
は
技
術
を
経
済

価
値
に
変
換
す
る
た
め
の
仕
掛
け
。
玄

場
は｢

最
近
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
特
徴

に
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
利

用
が
あ
る｣

(

注
２
）

と
言
う
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が

デ
ー
タ
処
理
系
の
中
核
に
な
っ
て
新
し

い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
出
来
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
を
起
こ

す
。
発
展
途
上
国
で
は
分
裂
し
た
組
織

を
結
集
し
、
平
和
な
国
家
を
つ
く
る
た

め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
使
え
て
な
い
。

ママ
ネネ
ーー
ジジ
ャャ
ーー
とと
リリ
ーー
ダダ
ーー

理
想
の
経
営
者
は
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
も
リ
ー
ダ
ー
に
も
な
れ
る
人
間
で
あ

る
。
「
ア
ッ
プ
ル
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・

ジ
ョ
ブ
ス
は
史
上
最
高
の
リ
ー
ダ
ー
で

あ
っ
た
が
、
最
悪
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で

あ
っ
た
。
彼
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
や
り

方
で
は
、
人
は
つ
い
て
い
け
な
い
」
と

（注2）玄場公規（2004）『理系のための企業戦略論』日経BP社
（注3）Ｍ＆Ａ（mergers and acquisitions：合併と買収）

「ＩＣＴでビジネスが変わる」講演する小平。

「Ｍ＆Ａは日本語で」講演する坂巻。

「日本を学ぶことが重要」講演する淺野。
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決
し
な
が
ら
学
習
す
る
、
実
践
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
盛
り
込
ん
だ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
で
あ
る
。

ビビ
ジジ
ネネ
スス
リリ
ーー
ダダ
ーー
とと
しし
てて
のの
実実
践践
力力

開
塾
を
決
断
し
た
の
は
、
若
手
経
営

者
か
ら
「
仕
事
を
し
な
が
ら
経
営
を
学

び
た
い
」
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
日
本
の
経
営
環
境
で
の
ビ
ジ

ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
実
践
力
を
学

ぶ
。
経
営
学
は
複
合
学
で
あ
る
。
そ
れ

を
浅
く
広
く
、
機
能
的
に
連
携
さ
せ
な

が
ら
短
期
間
に
総
合
力
を
高
め
る
学
習

の
場
と
、
創
造
力
鍛
錬
の
場
を
提
供
す

る
。

ビビ
ジジ
ネネ
スス
モモ
デデ
ルル
・・中中
長長
期期
計計
画画
をを
作作
るる

演
習
で
は
受
講
者
が
現
状
取
り
組
ん

で
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
し
個
別
対
応
す

る
。
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
整
理
し
て
、

全
員
の
前
で
発
表
す
る
。
そ
れ
に
基
づ

き
事
業
計
画
、
中
長
期
計
画
を
立
案
す

る
た
め
の
基
礎
知
識
を
学
習
す
る
。
前

期
の
最
終
日
に
は
、
自
分
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
見
直
し
、
参
加
者
相
互
間
で

意
見
交
換
（
デ
ィ
ベ
ー
ト
）
を
行
う
。

後
期
の
最
終
日
に
は
、
自
社
ビ
ジ
ネ

ス
の
課
題
の
明
確
化
と
戦
略
、
戦
術
な

ど
の
立
案
、
中
長
期
の
経
営
計
画
を
報

告
し
内
容
の
レ
ビ
ュ
ー
を
行
う
。

ＮＮＥＥＷＷＳＳ
西河技術経営塾10月開塾

実実
践践
型型
技技
術術
経経
営営
人人
財財
育育
成成
のの
場場

今
回
企
画
の
西
河
技
術
経
営
塾
・
実

践
経
営
ス
ク
ー
ル
・
基
礎
コ
ー
ス
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
経
験
の
浅
い
若
手
経
営
者
向

け
に
基
本
的
な
経
営
の
基
礎
知
識
の
修

得
と
想
像
力
の
鍛
錬
を
培
う
技
術
経
営

に
関
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
。

中
小
企
業
の
経
営
者
の
中
に
は
、
若

く
し
て
社
長
や
経
営
の
幹
部
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
。
社
長
に
就

任
し
た
も
の
の
色
々
な
事
情
で
経
営
経

験
は
浅
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
行

く
に
も
適
当
な
実
践
型
の
技
術
経
営
人

財
育
成
の
場
が
無
く
困
っ
て
い
る
方
が

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

技技
術術
経経
営営
をを
座座
学学
とと
演演
習習
でで
学学
ぶぶ

技
術
経
営
と
い
っ
て
も
技
術
者
を
対

象
に
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
は
な

く
、
技
術
者
を
い
か
に
使
う
か
、
い
か

に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
か
を
含
め
て
実

践
的
な
技
術
経
営
を
学
ぶ
。

日
本
の
経
営
環
境
に
お
け
る
経
営
実

践
力
を
学
ぶ
。
経
営
学
は
複
合
学
。
そ

れ
を
浅
く
広
く
、
機
能
的
に
連
携
さ
せ

な
が
ら
短
期
間
に
総
合
力
を
高
め
る
学

習
の
場
と
創
造
力
鍛
錬
の
場
を
提
供
す

る
。

中中
小小
企企
業業
のの
若若
手手
経経
営営
者者
をを
対対
象象

西
河
技
術
経
営
塾
は
、
中
小
企
業
の

若
手
経
営
者
を
主
た
る
対
象
と
し
た
ス

ク
ー
ル
で
、
日
本
の
産
業
の
基
盤
を
支

え
る
経
営
者
の
育
成
を
目
的
と
し
、
塾

生
と
の
意
見
交
換
の
時
間
を
多
く
取
る

よ
う
に
す
る
。

開
塾
の
目
的
は
、
「
次
世
代
の
日
本

型
技
術
経
営
を
若
手
塾
生
と
と
も
に
学

び
、
社
会
に
役
立
つ
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
生

す
る
こ
と
に
あ
る
」
。

産産
業業
のの
基基
盤盤
をを
支支
ええ
るる
経経
営営
者者
をを
育育
成成

中
小
企
業
の
３
０
代
を
中
心
に
（
２

８
歳
～
４
２
歳
）
若
手
経
営
者
を
主
た

る
対
象
と
し
た
。

日
本
の
産
業
の
基
盤
を
支
え
る
経
営

者
の
育
成
に
当
塾
の
狙
い
は
あ
る
。

チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
精精
神神
とと
市市
場場
創創
生生
力力

取
り
組
む
事
業
の
目
的
と
社
会
と
の

係
わ
り
合
い
を
理
解
し
、
新
規
事
業
に

対
し
て
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

く
と
い
う
、
困
難
に
立
ち
向
か
え
る
情

熱
を
も
つ
人
財
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

事
業
で
活
用
で
き
る
実
践
力
を
養
う
。

自
ら
顧
客
を
見
つ
け
、
顧
客
と
議
論

し
、
そ
の
中
か
ら
ニ
ー
ズ
を
探
り
、
市

場
を
創
生
す
る
企
画
力
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
備
え
た
経
営
人
財

を
育
成
す
る
。

仕仕
事事
をを
しし
なな
がが
らら
実実
践践
的的
経経
営営
をを
学学
ぶぶ

モ
ノ
づ
く
り
の
現
場
で
豊
富
な
経
営

経
験
や
技
術
経
営
研
究
に
従
事
し
て
き

た
講
師
陣
と
と
も
に
、
現
在
抱
え
て
い

る
ビ
ジ
ネ
ス
課
題
を
塾
生
と
と
も
に
解

■ ビジネスモデルを学び、10年後のビジネスモデルを創生する

西西河河洋洋一一理理事事長長・・塾塾長長

起業が少ない、経営ができる人
財を育成しようとしたら、人財
を育成する機関が見当たらない。
日本の持続的な成長と活性化を
目指し、起業家や事業家の支援
に取り組む。開講する『実践経
営スクール・基礎コース』は、
中小企業の若手経営者を主たる
対象とし、日本の産業の基盤を
支える経営者を育成する。
塾長として、塾生との意見交換
に参加し、指導に当たる。

開開塾塾ににああたたっっててのの塾塾長長挨挨拶拶

西河技術経営塾の５つの特長

１．日本型技術経営研究の成果を学ぶ

２．実践的思考、変革的思考を塾生参加型で育成する

３．働きながら学び、学んだことをすぐビジネスに生かす

５．定員10名程度の少数精鋭教育

４．誠実な若手の技術経営人財を育成する

ビビ
ジジ
ネネ
スス
経経
験験
のの
浅浅
いい
中中
小小
企企
業業
のの
若若
手手
経経
営営
者者
向向
けけ
にに

経経
営営
のの
基基
礎礎
知知
識識
のの
修修
得得
とと
想想
像像
力力
のの
鍛鍛
錬錬

変
革
の
時
代

第
２
創
業
し
な
い
と
生
き
残
れ
な
い

西河技術経営塾
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（（財財団団広広告告））ココララムム
西河経営塾入塾者願書受付中

実 践 経 営 ス ク ー ル ・ 基 礎 コ ー ス

西 河 技 術 経 営 塾、 開 塾

【【応応募募要要項項】】
（１）開催期間 2013年10月～2014年7月 （10月23日（水）開塾予定）
（２）場 所 一般財団法人アーネスト育成財団事務所内（渋谷区代々木1-57-2 ドルミ代々木704号）
（３）受講料（税込） 所属する会社の売上規模に応じて変わります。

売上 1億円未満： 16万円、売上10億円未満：21万円、売上100億円未満：38万円、
売上100億円以上：48万6千円

（４）募集定員 10名(定員になり次第、締切ります）
（５）応募資格 年齢 28～42歳、原則として仕事に従事していること（ご相談ください）。
（６）申込方法 氏名、所属、住所、電話番号、 Eメールを明記して、ＥメールまたはＦＡＸにて、入塾願書を入手してください。

書類選考後、面接試験を含む選抜試験を随時行います。
（７）応募期限 最終、2013年10月10日、財団事務所着とします。
（８）問い合わせ 電子メール：office@eufd.org、電話：03-6272-6260、ＦＡＸ：03-6276-2424

次世代の日本型技術経営を若手塾生とともに学び、
若手塾生による社会に役立つビジネスを創生する

平成25年（2013年）10月23日開塾予定

中小企業の2世教育に取り組む。変革の時代、第2創業しないと生き残れない。

起業プラン募集中

アーネスト育成財団は、ビジネスづくりを支援します

１
９
９
６
年
８
月
７
日
夜
、
ナ
イ

ロ
ビ
空
港
に
経
団
連
ミ
ッ
シ
ョ
ン
豊

田
章
一
郎
会
長
一
行
を
見
送
り
、
そ

の
帰
途
23
時
10
分
、
ハ
イ
ウ
エ
ー
を

走
行
中
に
そ
の
事
件
は
起
き
ま
し
た
。

ケ
ニ
ア
北
部
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
を

視
察
す
る
目
的
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
、

全
日
程
を
終
え
ナ
イ
ロ
ビ
空
港
ま
で

は
警
察
の
護
衛
付
で
送
り
、
無
事
に

飛
行
機
に
乗
せ
た
後
の
出
来
事
で
し

た
。

突突
然然
車車
のの
前前
にに
カカ
ッッ
トト
イイ
ンン

空
港
か
ら
５
～
６
分
走
っ
た
所
で
、

急
に
緑
色
の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
５
２
０
が
私
の

乗
る
支
店
長
車
の
前
に
カ
ッ
ト
イ
ン

し
て
来
ま
し
た
。

こ
ち
ら
が
避
け
て
車
線
を
変
更
し

て
並
ん
だ
瞬
間
に
ピ
ス
ト
ル
を
握
っ

た
手
で
停
止
せ
よ
と
合
図
を
お
く
っ

て
来
ま
し
た
。

猛猛
スス
ピピ
ーー
ドド
でで
逃逃
げげ
たた

咄
嗟
の
判
断
で
「
Ｇ
Ｏ
！
・
・
」

と
叫
び
、
運
転
手
も
同
時
に
ア
ク
セ

ル
を
踏
込
み
猛
烈
に
ダ
ッ
シ
ュ
。
瞬

時
に
し
て
、
１
０
０
ｍ
程
引
き
離
し

ま
し
た
が
、
流
石
に
Ｂ
Ｍ
Ｗ
は
直
に

追
い
付
い
て
来
ま
す
。
こ
ち
ら
は
ベ

ン
ツ
の
３
２
０
、
時
速
１
４
０
～
１

５
０
㎞
で
ハ
イ
ウ
エ
ー
で
の
カ
ー

チ
ェ
イ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。

街
ま
で
７
㎞
、
幾
つ
も
の
ロ
ー
タ

リ
ー
を
タ
イ
ヤ
を
軋
ま
せ
、
突
っ
切

り
ま
す
。
何
時
、
弾
が
飛
ん
で
来
る

か
判
ら
ぬ
状
況
で
姿
勢
を
低
く
し
、

逃
げ
込
み
先
を
必
死
に
考
え
ま
す
。

アアフフリリカカののケケニニアアでで出出会会っったた強強盗盗団団

ア
フ
リ
カ
と
は
い
え
表
玄
関
の
空

港
へ
の
道
は
街
路
灯
も
明
る
く
、
立

派
な
ハ
イ
ウ
エ
ー
で
す
。
そ
ん
な
中
、

運
転
手
も
必
死
、
こ
ち
ら
も
必
死
。

す
れ
違
う
車
を
避
け
な
が
ら
、
逃
げ

込
み
先
を
探
し
て
い
る
内
に
遂
に
街

中
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。
賊
は
未
だ

追
い
か
け
て
来
ま
す
。

警警
察察
署署
にに
飛飛
びび
込込
むむ

閃
き
ま
し
た
。
「
警
察
だ
！
」
と

叫
ん
で
１
㎞
走
っ
て
中
央
警
察
署
構

内
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。
息
を
詰
め

て
窓
か
ら
覗
く
と
、
賊
は
そ
の
前
を
、

何
も
無
か
っ
た
様
に
通
り
過
ぎ
て
行

き
ま
し
た
。
賊
の
気
持
を
察
す
る
に
、

さ
ぞ
か
し
無
念
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

幸
い
に
発
砲
さ
れ
る
事
は
無
く
、
車

も
無
傷
で
し
た
。
警
察
の
話
で
は
Ｂ

Ｍ
Ｗ
は
強
盗
に
入
っ
た
家
か
ら
盗
ん

だ
も
の
で
、
手
配
の
連
絡
が
出
さ
れ

た
ば
か
り
の
も
の
で
し
た
。

賊
は
逃
走
途
中
で
警
察
の
目
を
ご

ま
か
す
た
め
に
、
乗
り
換
え
の
車
と

し
て
私
の
ベ
ン
ツ
に
目
を
付
け
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
上
の

事
情
聴
取
は
無
く
、
興
奮
し
た
気
分

の
ま
ま
家
に
帰
り
ま
し
た
。

ドド
ララ
イイ
ビビ
ンン
ググ
テテ
クク
ニニ
ッッ
クク
のの
講講
習習

こ
の
事
件
で
難
を
逃
れ
る
事
が
出

来
た
の
は､

そ
の
９
ヶ
月
前
に
運
転

手
に
受
け
さ
せ
た
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
テ

ク
ニ
ッ
ク
の
講
習
の
成
果
で
し
た
。

講
習
を
受
け
さ
せ
る
に
至
る
顛
末
は

次
号
で
お
話
し
し
ま
す
。

（
淺
野
昌
宏
）

ハ
イ
ウ
ェ
ー
で
カ
ー
チ
ェ
イ
ス

Africa
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決
し
な
が
ら
学
習
す
る
、
実
践
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
盛
り
込
ん
だ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
で
あ
る
。

ビビ
ジジ
ネネ
スス
リリ
ーー
ダダ
ーー
とと
しし
てて
のの
実実
践践
力力

開
塾
を
決
断
し
た
の
は
、
若
手
経
営

者
か
ら
「
仕
事
を
し
な
が
ら
経
営
を
学

び
た
い
」
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
日
本
の
経
営
環
境
で
の
ビ
ジ

ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
実
践
力
を
学

ぶ
。
経
営
学
は
複
合
学
で
あ
る
。
そ
れ

を
浅
く
広
く
、
機
能
的
に
連
携
さ
せ
な

が
ら
短
期
間
に
総
合
力
を
高
め
る
学
習

の
場
と
、
創
造
力
鍛
錬
の
場
を
提
供
す

る
。

ビビ
ジジ
ネネ
スス
モモ
デデ
ルル
・・中中
長長
期期
計計
画画
をを
作作
るる

演
習
で
は
受
講
者
が
現
状
取
り
組
ん

で
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
し
個
別
対
応
す

る
。
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
整
理
し
て
、

全
員
の
前
で
発
表
す
る
。
そ
れ
に
基
づ

き
事
業
計
画
、
中
長
期
計
画
を
立
案
す

る
た
め
の
基
礎
知
識
を
学
習
す
る
。
前

期
の
最
終
日
に
は
、
自
分
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
見
直
し
、
参
加
者
相
互
間
で

意
見
交
換
（
デ
ィ
ベ
ー
ト
）
を
行
う
。

後
期
の
最
終
日
に
は
、
自
社
ビ
ジ
ネ

ス
の
課
題
の
明
確
化
と
戦
略
、
戦
術
な

ど
の
立
案
、
中
長
期
の
経
営
計
画
を
報

告
し
内
容
の
レ
ビ
ュ
ー
を
行
う
。

ＮＮＥＥＷＷＳＳ
西河技術経営塾10月開塾

実実
践践
型型
技技
術術
経経
営営
人人
財財
育育
成成
のの
場場

今
回
企
画
の
西
河
技
術
経
営
塾
・
実

践
経
営
ス
ク
ー
ル
・
基
礎
コ
ー
ス
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
経
験
の
浅
い
若
手
経
営
者
向

け
に
基
本
的
な
経
営
の
基
礎
知
識
の
修

得
と
想
像
力
の
鍛
錬
を
培
う
技
術
経
営

に
関
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
。

中
小
企
業
の
経
営
者
の
中
に
は
、
若

く
し
て
社
長
や
経
営
の
幹
部
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
。
社
長
に
就

任
し
た
も
の
の
色
々
な
事
情
で
経
営
経

験
は
浅
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
行

く
に
も
適
当
な
実
践
型
の
技
術
経
営
人

財
育
成
の
場
が
無
く
困
っ
て
い
る
方
が

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

技技
術術
経経
営営
をを
座座
学学
とと
演演
習習
でで
学学
ぶぶ

技
術
経
営
と
い
っ
て
も
技
術
者
を
対

象
に
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
は
な

く
、
技
術
者
を
い
か
に
使
う
か
、
い
か

に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
か
を
含
め
て
実

践
的
な
技
術
経
営
を
学
ぶ
。

日
本
の
経
営
環
境
に
お
け
る
経
営
実

践
力
を
学
ぶ
。
経
営
学
は
複
合
学
。
そ

れ
を
浅
く
広
く
、
機
能
的
に
連
携
さ
せ

な
が
ら
短
期
間
に
総
合
力
を
高
め
る
学

習
の
場
と
創
造
力
鍛
錬
の
場
を
提
供
す

る
。

中中
小小
企企
業業
のの
若若
手手
経経
営営
者者
をを
対対
象象

西
河
技
術
経
営
塾
は
、
中
小
企
業
の

若
手
経
営
者
を
主
た
る
対
象
と
し
た
ス

ク
ー
ル
で
、
日
本
の
産
業
の
基
盤
を
支

え
る
経
営
者
の
育
成
を
目
的
と
し
、
塾

生
と
の
意
見
交
換
の
時
間
を
多
く
取
る

よ
う
に
す
る
。

開
塾
の
目
的
は
、
「
次
世
代
の
日
本

型
技
術
経
営
を
若
手
塾
生
と
と
も
に
学

び
、
社
会
に
役
立
つ
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
生

す
る
こ
と
に
あ
る
」
。

産産
業業
のの
基基
盤盤
をを
支支
ええ
るる
経経
営営
者者
をを
育育
成成

中
小
企
業
の
３
０
代
を
中
心
に
（
２

８
歳
～
４
２
歳
）
若
手
経
営
者
を
主
た

る
対
象
と
し
た
。

日
本
の
産
業
の
基
盤
を
支
え
る
経
営

者
の
育
成
に
当
塾
の
狙
い
は
あ
る
。

チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
精精
神神
とと
市市
場場
創創
生生
力力

取
り
組
む
事
業
の
目
的
と
社
会
と
の

係
わ
り
合
い
を
理
解
し
、
新
規
事
業
に

対
し
て
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

く
と
い
う
、
困
難
に
立
ち
向
か
え
る
情

熱
を
も
つ
人
財
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

事
業
で
活
用
で
き
る
実
践
力
を
養
う
。

自
ら
顧
客
を
見
つ
け
、
顧
客
と
議
論

し
、
そ
の
中
か
ら
ニ
ー
ズ
を
探
り
、
市

場
を
創
生
す
る
企
画
力
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
備
え
た
経
営
人
財

を
育
成
す
る
。

仕仕
事事
をを
しし
なな
がが
らら
実実
践践
的的
経経
営営
をを
学学
ぶぶ

モ
ノ
づ
く
り
の
現
場
で
豊
富
な
経
営

経
験
や
技
術
経
営
研
究
に
従
事
し
て
き

た
講
師
陣
と
と
も
に
、
現
在
抱
え
て
い

る
ビ
ジ
ネ
ス
課
題
を
塾
生
と
と
も
に
解

■ ビジネスモデルを学び、10年後のビジネスモデルを創生する

西西河河洋洋一一理理事事長長・・塾塾長長

起業が少ない、経営ができる人
財を育成しようとしたら、人財
を育成する機関が見当たらない。
日本の持続的な成長と活性化を
目指し、起業家や事業家の支援
に取り組む。開講する『実践経
営スクール・基礎コース』は、
中小企業の若手経営者を主たる
対象とし、日本の産業の基盤を
支える経営者を育成する。
塾長として、塾生との意見交換
に参加し、指導に当たる。

開開塾塾ににああたたっっててのの塾塾長長挨挨拶拶

西河技術経営塾の５つの特長

１．日本型技術経営研究の成果を学ぶ

２．実践的思考、変革的思考を塾生参加型で育成する

３．働きながら学び、学んだことをすぐビジネスに生かす

５．定員10名程度の少数精鋭教育

４．誠実な若手の技術経営人財を育成する

ビビ
ジジ
ネネ
スス
経経
験験
のの
浅浅
いい
中中
小小
企企
業業
のの
若若
手手
経経
営営
者者
向向
けけ
にに

経経
営営
のの
基基
礎礎
知知
識識
のの
修修
得得
とと
想想
像像
力力
のの
鍛鍛
錬錬

変
革
の
時
代

第
２
創
業
し
な
い
と
生
き
残
れ
な
い

西河技術経営塾
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誠実を伝える情報紙

２
０
２
０
年
に
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
東
京
で
開
催
が
決
ま
り
ま

し
た
。
決
ま
っ
た
瞬
間
、
７
年

先
に
自
分
は
何
を
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
ど
、
思
い
を
巡
ら
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
見
る
こ
と

の
無
い
未
来
を
ご
く
自
然
に
見
つ
め
て

し
ま
い
ま
し
た
。
財
団
も
７
年
後
の
20

年
に
向
け
て
目
標
を
設
定
（
夢
の
設

定
）
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
誘
致
成
功
は
、
関
係
者
が
一

丸
と
な
っ
て
招
致
活
動
に
取
り
組
ん
だ

成
果
で
す
。
多
忙
な
安
倍
総
理
が
プ
レ

ゼ
ン
に
加
わ
っ
た
こ
と
も
強
力
な
助
っ

人
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
国
全
体
が
震

災
で
暗
か
っ
た
日
本
の
国
民
に
７
年
後

ま
で
の
明
る
い
展
望
を
設
定
し
て
く
れ

ま
し
た
。

財
団
で
は
10
月
開
講
の
「
西
河
技
術

経
営
塾
」
が
具
体
的
な
人
財
育
成
活
動

に
な
り
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
経
験
の
浅
い

中
小
企
業
の
若
手
経
営
者
向
け
に
企
画

致
し
ま
し
た
。
変
革
の
時
代
、
第
２
創

業
し
な
い
と
企
業
の
未
来
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
と
同
じ
仕
事
は
無
く
な
り
ま
す
。

誠
実
を
伝
え
る
情
報
紙
の
３
号
を
お

送
り
し
ま
す
。
財
団
の
活
動
の
目
的
が

見
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

（
小
平
）

編編集集後後記記

事事務務局局
一般財団法人 アーネスト育成財団 Earnest Upbringing Foundation

豊かで明るい持続的な成長をする日本づくりに寄与する

起起業業者者のの方方へへ資資金金をを支支援援ししまますす

・当財団は具体的プランをお持ちの起業者または既に事業活動を始められている企業の方を資金や経
営の面から支援致します。
・現在までバイオ関連の企業、材料関連の企業、環境用設備関連の企業、福祉用設備関連企業の方々
より問い合わせを受けております。
・日本の経済活性化の為には、起業の数が増大し成功する事、中小企業の活性化が必要です。当財団
は資金面で課題を抱えておられる経営者の方々に対し、資金を提供すると共に経営も支援し、起業の成
功、中小企業の事業促進の支援を致します。

具体的プランをお持ちの方は下記要領で応募下さい。なお応募は随時行っています。
弊財団を活用し、是非あなたの事業を成功させて下さい！！

【【応応募募要要項項】】
［選考] 選考は、１次の書類審査、２次のプレゼンテーションからなります。

事業計画をA３用紙一枚程度にまとめ、経営者の方の経歴・業績（A４用紙）と共に弊財団の方に送付下さい。
書類選考の上、対象者の方には詳細内容につき財団にて質疑を含めたプレゼンテーションを行って頂きます。
選考の上、最終支援対象者の方には具体的支援について相談させて頂きます。
（注）応募戴いた書類は御返却致しません。なお、書類は本目的以外には使用致しません。

［書類送付先］ 〒151-0053 東京都渋谷区代々木１-57-2 ドルミ代々木704号
一般財団法人アーネスト育成財団 起業家支援応募係 行き

［問い合わせ］ 電子メール：office@eufd.org、電話：03-6272-6260、ＦＡＸ：03-6276-2424

応応 募募
下下ささいい

一一般般財財団団法法人人
アアーーネネスストト育育成成財財団団

案案内内

今今
後後
のの
セセ
ミミ
ナナ
ーー
開開
催催

第
８
回
技
術
経
営
人
財

育
成
セ
ミ
ナ
ー
は
、
当
財

団
の
顧
問
の
吉
久
保
誠
一

元
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
専
務
取
締
役

か
ら
『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

テ
ー
マ
の
発
掘
と
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル(

案)

』
題
し
て

11
月
に
開
催
す
る
こ
と
で

日
程
を
調
整
中
で
あ
る
。

吉
久
保
氏
は
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
の
開

発
や
商
品
化
を
担
当
し
た
技
術
者
で
あ

る
。第

９
回
目
と
な
る
技
術
経
営
人
財
育

成
セ
ミ
ナ
ー
は
、
１
月
～
２
月
に
開
催

す
る
予
定
で
『
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
学
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
現
状(

案)

』
と

題
し
て
川
口
弘
行
サ
イ
バ
ー
大
学
准
教

授
に
講
演
を
お
願
い
す
る
こ
と
で
詳
細

計
画
を
詰
め
て
い
る
。

今今
後後
のの
研研
究究
委委
員員
会会
のの
開開
催催

第
９
回
の
技
術
経
営
人
財
育
成
と
活

用
に
関
す
る
研
究
委
員
会
が
９
月
17
日

に
開
催
さ
れ
る
。
テ
ー
マ
は
『
第
８
章

管
理
会
計
』
で
、
小
平
と
淺
野
が
調
査

結
果
を
報
告
す
る
。
第
10
回
は
、
10
月

15
日
に
、
第
11
回
は
11
月
19
日
に
開
催

さ
れ
る
。


